





































 ．『金剛頂一切如来真実摂大乗現證大教王経』（全 3 巻）大正№ 865，不空
訳．3 箇所（207 下 10；207 下 13；208 上 14）．
2 ．『理趣経』大正№ 243，不空訳．1 箇所（784 中 21）．
3 ．『理趣釈』大正№ 1003，不空訳．2 箇所（609 中 11〔理趣経の引用〕；
609 中 28）．
4 ．『観智儀軌』大正№ 1000，不空訳（撰）．1 箇所（595 下 8〔上記引用〕）．
5 ．『金剛頂瑜伽十八会指帰』大正№ 869，不空訳．2 箇所（284 下 18；286
上 3）．
6 ．『金剛頂経瑜伽金剛薩埵五秘密修行念誦儀軌』（『五秘密軌』）大正№ 1125，
不空訳．1 箇所（538 下 25）．
上に注記したように，これらはいずれも不空の訳ないし撰になるものであ
る．これらのほかに施護（Dānapāla，1015 年頃）の訳によるものとして
7 ．『仏説一切如来真実摂大乗現證三昧大教王経』（全 30 巻）大正№ 882
があり，この 7．のうちに「一切義成就」という用例が 13 箇所において出現
する（後述）．
1 ．『五秘密軌』に見える「一切義成就」をめぐって


















































れ る が， 原 文 で は そ れ ら は 順 に，Sarvârtha-siddhir bodhisatvo mahāsatvo; 
Sarvârtha-siddhir bodhisatvo mahā-sattvaḥ; Sarvârtha-siddhir mahā-bodhisattvoで
ある．ここに引用した 3 箇所について，siddhiは人名ゆえ，語尾 -iを持つ男性
名詞であり，これが連声して siddhirと記されたものと思われる．これら 3 箇



































































































18. 金剛宝冠瑜伽 第 4 静慮天
これらのうち，漢訳や漢文による儀軌が編まれた会としては，不空訳の『理
趣会軌』（大正№ 1122）や『理趣経』（大正№ 243）が出される第六会，『大楽
軌』（大正№ 1119），『勝初瑜伽軌』（大正№ 1120），『普賢軌』（大正№ 1123）
が出される第八会，『五秘密軌』（大正№ 1125）が出される第十三会，施護訳




















411 下 22 一切義成就大曼拏羅広大儀軌 sarvârtha-siddhi-mahā-maṇḍala-vidhi-
vistara
412 下 19 一切義成就大曼拏羅頌 sarvârtha-siddhiṃ nāma mahā-maṇḍalam
412 下 21 此名一切義成就　(Ch.) sarvârtha-siddhir iti smṛtam
415 下 21 結一切義成就印　［sarvârtha-siddhi-］mudrā
422 下 23 一切義成就大明   sarvârtha-siddhiṃ nāma hṛdayam
（※ 422 下 25 陀羅尼中に　sarvârtha-siddhiṃ；陀羅尼中のため数に加えず．
後述）
423 上 02 依一切義成就壇　sarva-siddhes
425 下 11 彼一切義成就印　sarvârtha-siddhi-san-mudrā
434 上 06 一切義成就勝相　sarvârtha-siddhi-rūpaṃ
435 下 10 一切義成就相門　[sarvârtha-siddhi-rupēna]
435 下 11 此佛所説一切義成就　Sarvârtha-siddhi
438 下 13 一切義成就大士聖相　bhagavantaṃ sarvârtha-siddhi













































































剛界大曼荼羅」に相当し，37 尊で構成される．この 37 尊とは，中央の輪に毘
盧遮那・大日と 4 波羅蜜を，四方の 4 つの輪に四仏の一尊ずつと 16 大菩薩の
四尊ずつを，また四輪の間に内の 4 供養妃と外側の方形の四隅に外の四供養


































































が，先に本稿第 4 章の一覧表において示した「一切義成就大明」Oṃ vajra-
































正大蔵経の頁数では 411 下より始まり，続いて第 20 分「宝秘密印曼荼羅広大
儀軌」は 416 中より，第 21 分「智曼荼羅広大儀軌」は 419 上より，第 22 分「羯
磨曼荼羅広大儀軌」は 421 上より始まる（前章の表をも参照）．
この後，『仏書解説大辞典』の名称を引くならば，第 23 分「随応方便分」
（422 中～）；第 24 分「秘密法用分」（429 下～）；第 25 分「最上秘密分」（433
中～）；第 26 分「一切儀軌勝上分」（436 中～）となる．前章の表に示した「四
印曼荼羅」の開始部が，第 23 分の開始部と一致する．第 23 分から第 25 分に
かけての 3 分の内容は，遠藤師の解説によれば，それぞれ 1「大曼荼羅に歓待
される（部分）」，2「陀羅尼曼荼羅に歓待して説かれる（部分）」，3「法曼荼
羅に歓待して説かれる（部分）」である．そして第 28 巻の途中より始まる第





































































































































































































































































































注1 本稿は 2018 年 5 月 13 日，東京神田の学士会館において筆者が行った，慈雲尊
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